
中
央
地
区
広
報 

	
 

一
月
号 

      

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
そ
し
て
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎
晴
海
総
合
高
校
二
年

杣
木
百
花
で
す
䣎
中
央
地
区
も
世
代
交
代
が
行
わ
れ
䣍
新
し
い
時
代
が
始
ま
䣬
て
い
ま
す
䣎
今

年
も
中
央
地
区
を
盛
り
上
げ
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
䣎
こ
れ
か
ら
も

䣓
虹
䣔
を
䣍
䣓
中
央
地
区
䣔
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

 

ス
テ
䤀
ジ
セ
䣹
シ
䣼
ン
２
３
！ 

１
月
１
２
日
に
交
流
発
表
会
䣍
ス
テ
䤀
ジ
セ
䣹
シ
䣼
ン
２
３
が
行
わ
れ
ま
し
た
䣎
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
で
し
䣯
う
か
？
今
回
も
様
々
な
チ
䤀
ム
が
あ
り
ま
し
た
䣎
全
チ
䤀
ム
個
性
豊
か

で
と
䣬
て
も
お
も
し
ろ
か
䣬
た
で
す
䣎
春
に
も
ス
テ
䤀
ジ
セ
䣹
シ
䣼
ン
が
開
催
さ
れ
る
予
定
な

の
で
䣍
今
回
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
も
䣍
参
加
で
き
な
か
䣬
た
と
い
う
方
も
是
非
お
越
し
下

さ
い
！
沢
山
の
ご
参
加
䣍
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 

ク
リ
ス
マ
ス
公
演
！ 

昨
年
１
２
月
２
３
日
に
ク
リ
ス
マ
ス
公
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
䣎
今
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
䢧
と
い

う
こ
と
で
䣍
䣓
ク
リ
ス
マ
ス
䣔
䣓
恋
䣔
䣓
愛
䣔
そ
し
て
何
故
か
䣓
死
䣔
と
い
う
テ
䤀
マ
が
多
か
䣬

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
䣎
ど
の
学
校
に
も
色
が
あ
䣬
て
大
変
お
も
し
ろ
か
䣬
た
で
す
䣎 

 

冬
季
発
表
会 

冬
季
発
表
会
䣍
通
称
バ
レ
ン
タ
イ
ン
公
演
が
䣍
２
月
８
日
に
新
宿
高
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
䣎
こ

の
公
演
は
ク
リ
ス
マ
ス
公
演
同
様
䣍
中
央
地
区
の
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ
短
編
を
発
表
し
合
う
会
で

す
䣎
是
非
是
非
䣍
ご
参
加
䣍
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

 

関
東
大
会 

関
東
大
会
が
１
月
下
旬
に
行
わ
れ
ま
す
䣎
東
京
都
か
ら
は
山
手
城
南
地
区
の
桜
町
高
校
と
世
田

谷
総
合
高
校
が
出
場
し
ま
す
䣎
詳
細
で
す
䣎 

●
長
野
県
千
曲
会
場
（
北
会
場
）
● 

日
時
：
２
０
１
５
年
（
平
成
２
７
年
）
１
月
３
１
日
（
土
）
、
２
月
１
日
（
日
） 

会
場
：
長
野
県
千
曲
市
更
埴
文
化
会
館
あ
ん
ず
ホ
ー
ル 

出
場
校
： 

北
会
場 

… 

埼
玉
・
新
潟
・
群
馬
・
栃
木
・
長
野
・
特
別
枠
１
校
（
神
奈
川
） 

北
会
場
に
は
北
地
区
各
県
か
ら
２
校
（
開
催
県
は
３
校
）
及
び
特
別
枠
代
表
校
１

校
の
計
１
２
校
が
出
場
す
る
。 

＜
埼
玉
＞ 

 

春
日
部
女
子
「
お
葬
式
」
亀
尾
佳
宏 

作 
 

秩
父
農
工
科
学
「
Ｄ
-パ
ラ
ダ
イ
ム
」
コ
イ
ケ
ユ
タ
カ 

作 

＜
新
潟
＞ 

 

見
附 

「
Ｃ
Ｕ
Ｔ
！
＆
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
！
」 

関
勝
一
・
作 

演
劇
部
潤
色 

 
六
日
町
「
こ
こ
は
六
日
町
あ
た
り
」 

渡
辺
健
太
郎
・
作(

創
作) 

＜
群
馬
＞ 

 

伊
勢
崎
清
明
「
ア
ナ
雪
な
ん
て
観
な
い
」
モ
ー
テ
ィ
マ
ー
大
佐 

作 
 

前
橋
南
「Act@

gaw
a.jp

」
吉
田 

藍 

作 

＜
栃
木
＞ 

 

作
新
学
院
「
発
足
！
復
興
委
員
会
」
野
口 

夏
実
（
生
徒
創
作
） 

 
 

栃
木
「
山
猫
歎
異
」
江
連 

泰
知
（
生
徒
創
作
） 

第６８号 
担当者 
杣木百花 
晴海総合高校二年 

 



＜
長
野
＞ 

 
松
川
「
べ
い
べ
ー
」
青
山
一
也 

作 
 

茅
野
「
夜
長
姫
と
耳
男
」
原
作
：
坂
口
安
吾 

構
成
：
茅
野
高
校
演
劇
部,

郷
原

玲 
 

屋
代
「
南
京
の
早
春
賦
」
作
：
小
川
幸
司 

＜
神
奈
川
＞ 

 

神
奈
川
大
学
付
属
「
恋
文
」
小
林
友
哉 

作 
 

●
千
葉
県
八
千
代
会
場
（
南
会
場
）
● 

日
時
：
２
０
１
５
年
（
平
成
２
７
年
）
１
月
２
４
日
（
土
）
、
２
５
日
（
日
） 

会
場
：
八
千
代
市
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

〒276-0044 

千
葉
県
八
千
代
市
萱
田
町
７
２
８  

電
話

047-483-5111 

交
通
：
東
葉
高
速
鉄
道
「
八
千
代
中
央
駅
」
お
よ
び
「
村
上
駅
」
下
車
。
徒
歩10

分 日
程
： 

１
月
２
４
日
（
土
） 

 
 

９
：
０
０ 

 
 
_ 
_

開
場 

 
 

９
：
１
０
〜 

９
：
２
５_

開
会
式 

 
 

９
：
３
０
〜
１
０
：
３
０_

水
戸
第
二
（
茨
城
）
「
エ
ゴ
ロ
ジ
ス
ト
」
根
本 

玲
乃 

作 
 

１
０
：
４
５
〜
１
１
：
４
５_

成
田
国
際
（
千
葉
）
「
繭
の
中
」
伊
三
野
友
章

＋
中
村
恵
：
作 

 

１
２
：
０
０
〜
１
３
：
０
０_

星
陵
（
静
岡
）
「
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
」
飴
屋
法
水 

作 
 

１
３
：
０
０
〜
１
３
：
５
０_

昼
食 

 

１
３
：
５
０
〜
１
４
：
５
０_

甲
府
西
（
山
梨
）
「
Ｉ 

〜
ア
イ
〜
」
小
松
知

也
・
甲
府
西
高
演
劇
部
（
生
徒
創
作
） 

 

 

１
５
：
０
５
〜
１
６
：
０
５_

下
館
第
二
（
茨
城
）
「
Ｄ
ａ
ｍ
ｎ
！
舞
姫
！
！
」 

関 

勝
一 

作 

中
野
陽
香 

潤
色 

 

１
６
：
２
０
〜
１
７
：
２
０_

浜
松
海
の
星
（
静
岡
）
「
大
正
ガ
ー
ル
ズ
エ
ク

ス
プ
レ
ス
」
日
下
直
子 

作 

川
口
多
加 

脚
色 

 

１
７
：
３
５
〜
１
８
：
３
５_

甲
府
南
（
山
梨
）
「
秘
密
の
花
園
」 

中
村
勉

（
顧
問
創
作
） 

 

１
９
：
３
０
〜___

顧
問
研
修
会 
 

１
月
２
５
日
（
日
） 

 
 

９
：
０
０ 

 
 
_ 
_

開
場 

 
 

９
：
１
５
〜
１
０
：
１
５_

世
田
谷
総
合
（
東
京
）
「
男
や
も
め
に
何
が
わ

く
」
せ
た
そ
ー
演
劇
部
＋
岡
崎
恵
介 

作 
 

１
０
：
３
０
〜
１
１
：
３
０_

湘
南
高
等
学
校
定
時
制
（
神
奈
川
）
「
さ
よ
な

ら
小
宮
く
ん
」
越
智
優 

作
（
既
成
） 

 

１
１
：
４
５
〜
１
２
：
４
５_

桜
町
（
東
京
）
「
死
刑
囚
の
π
」
桜
町
高
校
演

劇
部
と
い
の
さ
ん 

作 
 

１
２
：
４
５
〜
１
３
：
３
５_

昼
食 

 

１
３
：
３
５
〜
１
４
：
３
５_

清
泉
女
学
院
（
神
奈
川
）
「
山
の
動
く
日
」
町

井
陽
子 

作
（
既
成
） 

 

１
４
：
５
０
〜
１
５
：
５
０_

松
戸
馬
橋
（
千
葉
）
「
楢
山
節
考
」
深
沢
七
郎 

作 

土
田
峰
人 

脚
色 

 

１
６
：
０
５
〜
１
７
：
０
５_

松
戸
（
千
葉
）
「
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
」
黒
瀬
貴
之 

作 
 

１
７
：
３
５
〜
１
８
：
２
５_

審
査
員
講
評 

 

１
８
：
２
５
〜
１
８
：
５
５_

表
彰
式
及
び
閉
会
式
出
場
校
： 

 

南
会
場 

… 
茨
城
・
東
京
・
山
梨
・
神
奈
川
・
静
岡
・
千
葉 

南
会
場
に
は
南
地
区
各
都
県
か
ら
２
校
（
開
催
県
は
３
校
）
の
計
１
３
校 

＜
茨
城
＞ 



 
水
戸
第
二
「
エ
ゴ
ロ
ジ
ス
ト
」 

根
本 

玲
乃 

作 
 

下
館
第
二
「
Ｄ
ａ
ｍ
ｎ
！
舞
姫
！
！
」 

関 

勝
一 

作 

中
野
陽
香 

潤
色 

 

＜
東
京
＞ 

 

都
立
世
田
谷
総
合
「
男
や
も
め
に
何
が
わ
く
」
せ
た
そ
ー
演
劇
部
＋
岡
崎
恵
介 

作 
 

都
立
桜
町
「
死
刑
囚
の
π
」
桜
町
高
校
演
劇
部
と
い
の
さ
ん 

作 
 

＜
山
梨
＞ 

 

甲
府
南
「
秘
密
の
花
園
」 
中
村
勉
（
顧
問
創
作
） 

 

甲
府
西
「
Ｉ 

〜
ア
イ
〜
」
小
松
知
也
・
甲
府
西
高
演
劇
部
（
生
徒
創
作
） 

 
 

＜
神
奈
川
＞ 

 

湘
南
（
定
時
制
）
「
さ
よ
な
ら
小
宮
く
ん
」
越
智
優 

作
（
既
成
） 

 

清
泉
女
学
院
「
山
の
動
く
日
」
町
井
陽
子 

作
（
既
成
） 

 

＜
静
岡
＞ 

 

浜
松
海
の
星
「
大
正
ガ
ー
ル
ズ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
日
下
直
子 
作 
川
口
多
加 

脚
色 

 

星
陵
「
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
」
飴
屋
法
水 

作 
 

＜
千
葉
＞ 

 

県
立
成
田
国
際
「
繭
の
中
」
伊
三
野
友
章
＋
中
村
恵
：
作 

 

県
立
松
戸
「
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
」
黒
瀬
貴
之 

作 
 

県
立
松
戸
馬
橋
「
楢
山
節
考
」
深
沢
七
郎 

作 

土
田
峰
人 

脚
色 

 	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

䥹H
P

よ
り
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎
䥺 

  

新
委
員
長
に
イ
ン
タ
ビ
䣻
䤀
♪ 

今
回
は
新
委
員
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
新
宿
高
校
の
富
田
新
君
に
イ
ン
タ
ビ
䣻
䤀
し
ま
し

た
！ 

 

Ｑ	
 

前
委
員
長
と
似
て
い
る
と
の
噂
で
す
が
ど
う
思
い
ま
す
か
？ 

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
䣎 

 

Ｑ	
 

富
田
君
に
と
䣬
て
中
央
地
区
と
は
？ 

䣕
家
族
䣖
で
す
䣎 

 

Ｑ	
 

こ
れ
か
ら
中
央
地
区
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？ 

今
ま
で
見
て
き
た
先
輩
方
の
姿
を
参
考
に
し
䣍
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し
つ
つ
中
央
を
活
性

化
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
䣎 

 

Ｑ	
 

演
劇
部
に
入
䣬
て
良
か
䣬
た
な
と
思
う
時
は
い
つ
で
す
か
？ 

世
界
が
広
が
䣬
た
と
感
じ
る
時
で
す
䣎
演
劇
部
は
他
の
部
活
動
と
は
違
い
䣍
他
校
と
の
交
流
も

沢
山
図
る
事
が
出
来
ま
す
し
䣍
演
劇
部
に
入
䣬
て
本
当
に
良
か
䣬
た
な
あ
と
思
い
ま
す
ね
䣎 

 

Ｑ	
 

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
に
一
言
お
願
い
し
ま
す 

頼
り
な
い
委
員
長
で
す
が
䣍
こ
れ
か
ら
一
年
間
頑
張
䣬
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
！ 

 
劇
団
紹
介
☆	
 

 

私
が
オ
ス
ス
メ
す
る
劇
団
は
䣗sons w

o

䥽
䣘
と
い
う
劇
団
で
す
䣎
こ
の
劇
団
は
私
が
今
ま
で

観
て
き
た
劇
の
中
で
一
番
異
才
を
放
䣬
て
い
ま
し
た
䣎
脚
本
䣍
演
出
䣍
演
者
䣍
空
間
䣍
ど
れ
も

が
普
通
じ
䣭
あ
り
ま
せ
ん
䣎
で
も
そ
の
異
空
間
の
中
だ
か
ら
こ
そ
の
リ
ア
リ
テ
䣵
が
と
て
も
心

地
が
良
か
䣬
た
で
す
䣎
一
風
変
わ
䣬
た
お
芝
居
を
観
た
い
時
に
是
非
！ 



編
集
後
期 

今
回
の
虹
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
䣍
晴
海
総
合
高
校
２
年
杣
木
百
花
で
す
！
代
替
わ

り
を
し
て
初
め
て
の
虹
の
制
作
で
し
た
䣎
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
䣍
こ
れ

か
ら
一
年
間
䣍
広
報
委
員
全
員
で
陰
な
が
ら
中
央
地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
䣬
て
お

り
ま
す
の
で
䣍
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
！ 

                       

         


